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ハ
バ
ー
マ
ス
の
社
会
文
化
的
生
活
世
界
概
念
と
社
会
文
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム 

谷 

和
明 

 

「
け
れ
ど
も
困
難
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
芸
術
や
叙
事
詩
が
特
定
の
社
会
的
発
展
形
態
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
理

解
す
る
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
困
難
は
そ
れ
ら
の
も
の
が
わ
れ
わ
れ
に
た
い
し
て
な
お
芸
術
的
な
愉
し
み
を
あ
た
え
、

し
か
も
あ
る
点
で
は
規
範
と
し
て
、
到
達
で
き
な
い
模
範
と
し
て
妥
当
す
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
点
に
あ
る
。
」

（
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
批
判
序
説
』
） 

 

 

は
じ
め
に 

 

「
生
活
文
化
と
い
ふ
の
は
こ
の
頃
多
少
目
に
つ
く
や
う
に
な
っ
た
新
し
い
言
葉
で
あ
る
」
①

。
三
木
清
は
六
〇

年
近
く
も
前
に
こ
う
述
べ
た
が
、
主
語
を
置
き
換
え
れ
ば
こ
れ
は
私
た
ち
が
探
求
の
主
題
と
し
て
着
目
す
る
社
会

文
化
に
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
。
そ
し
て
、
生
活
文
化
が
今
日
な
お
「
意
味
的
に
成
熟
し
き
れ
て
い
な
い
言
葉
」②

に
止
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
思
う
な
ら
ば
、
社
会
文
化
に
関
す
る
暫
定
的
な
合
意
形
成
で
す
ら
容
易
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
一
月
の
社
会
文
化
学
会
設
立
集
会
で
も
、
研
究
の
対
象
や
方
法
が
定
ま
ら
な
い
ま
ま
、
勝
手
な
お
喋
り
の
場
と

な
り
、
分
解
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
出
さ
れ
た
。 

と
は
い
え
、
敢
え
て
「
現
代
の
諸
現
象
を
社
会
文
化
現
象
と
し
て
捉
え
相
対
化
す
る
学
問
的
共
同
作
業
」
を
提

起
し
た
こ
と
に
関
し
て
い
え
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
い
わ
ば
歴
史
的
な
必
然
性
を
持
っ
た
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
い
さ
さ
か
我
田
引
水
的
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
社
会
文
化
的
事
実
の
総
体
」
と
し
て
の｢
社
会
文
化

的
生
活
世
界｣

を
探
求
す
る
こ
と
を
現
代
の
課
題
と
し
て
強
調
し
た
Ｊ.

ハ
バ
ー
マ
ス
の
社
会
文
化
観
を
考
察
し
、

社
会
文
化
研
究
の
方
向
性
を
探
る
糸
口
と
し
た
い
。 

 

一
、 

社
会
文
化 

 

社
会
文
化
と
い
う
表
現
自
体
は
、
日
本
で
も
、
既
に
戦
前
か
ら
散
見
さ
れ
る
。
社
会
と
文
化
を
連
接
す
る
こ
と

は
さ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
い
か
ら
他
言
語
で
も
こ
の
よ
う
な
用
例
は
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。 

理
論
的
に
意
識
さ
れ
た
用
法
と
し
て
は
、
米
山
会
員
に
よ
れ
ば
、
「
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る

文
化
人
類
学
者
」
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
Ｈ
・
ス
テ
ュ
ワ
ー
ド
が
「
社
会
文
化
的
統
合
の
諸
水
準Levels of socio-cultural 

integration

」
を
重
要
な
「
操
作
概
念
」
と
し
て
提
起
し
て
い
る
と
い
う

③

。
社
会
文
化
概
念
は
欧
米
圏
で
は
、
社

会
文
化
的
（socio-cultral

（
英
）
、socio-culturell

（
仏
）
、soziokulturell

（
独
）
）
と
い
う
形
容
詞
形
で
、
文

化
人
類
学
か
ら
社
会
学
や
文
化
研
究
な
ど
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
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パ
評
議
会
レ
ベ
ル
で
の
教
育
・
文
化
政
策
論
議
で
も
「
社
会
文
化
的
」
が
革
新
的
、
民
主
的
方
向
性
を
示
す
形
容

詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

④

。
そ
の
影
響
下
で
、
ド
イ
ツ
で
は
大
文
字
で
始
ま
る
「
社
会
文
化

Soziokultur
」
と
い
う
概
念
が
、
新
し
い
文
化
政
策
・
文
化
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
主
題
化
さ
れ
る
に
至
る

の
で
あ
る
。 

ド
イ
ツ
の
こ
の
「
社
会
文
化
」
概
念
は
、
Ｈ
・
マ
ル
ク
ー
ゼ
（M

arcuse, H
erbart

）
の
「
現
状
肯
定
文
化affirm

ative 

K
ultur

」
批
判
を
介
し
て
、
現
状
肯
定
的
（=

非
社
会
的
）
で
な
い
文
化
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
実
は

そ
の
少
し
前
に
、
や
は
り
マ
ル
ク
ー
ゼ
に
よ
る
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
合
理
性
」
の
支
配
に
対
す
る
批
判
を
敷
衍

し
つ
つ
、
後
期
資
本
主
義
社
会
の
把
握
に
お
け
る
「
社
会
文
化
的
」
な
視
点
の
根
本
的
重
要
性
に
着
目
し
た
論
者

が
い
た
。
ほ
か
な
ら
ぬ
Ｊ
・
ハ
バ
ー
マ
ス(H

aberm
as, Jurgen)

で
あ
る
。
一
九
六
八
年
に
マ
ル
ク
ー
ゼ
の
古
希
記

念
論
文
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
「∧

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー∨
と
し
て
の
技
術
と
科
学
」
に
お
い
て
、
ハ
バ
ー
マ
ス
は
社
会

を
「
目
的
合
理
的
行
為
の
シ
ス
テ
ム
」
と
「
記
号
に
媒
介
さ
れ
た
相
互
行
為
」
を
支
配
す
る
「
制
度
的
枠
組
」
と

に
区
別
し
、
後
者
を
「
社
会
文
化
的
生
活
世
界die soziokulturelle Lebensw

elt

」
⑤

と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、

現
代
の
人
間
＝
社
会
の
病
理
を
、
目
的
合
理
行
為
の∧

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー∨
で
あ
る
「
技
術
至
上
主
義
」
が
社
会
文

化
的
生
活
世
界
に
侵
入
し
、
そ
の
結
果
「
社
会
、
、
的
生
活
世
界
に
関
す
る
文
化
、
、
的
自
己
了
解
」(

傍
点
筆
者)

が
困
難

と
な
る
事
態
だ
と
把
握
し
た

⑥

。
そ
し
て
こ
の
社
会
把
握
が
、
八
一
年
の
主
著
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行
為

の
理
論
』
に
お
い
て
、
経
済
や
行
政
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
「
生
活
世
界
の
植
民
地
化
」
と
い
う
周
知
の
テ
ー
ゼ
と

し
て
定
式
化
さ
れ
る
。 

 

二
、
社
会
文
化
的
生
活
世
界 

 

ハ
バ
ー
マ
ス
は

社
会

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

を
シ
ス
テ
ム
的
・
物
質
的
連
関
に
還
元
す
る
立
場
と
意
識
的
・
文
化
的
な
生
活
世
界
に

還
元
す
る
立
場
の
双
方
を
批
判
し
、
シ
ス
テ
ム
と
生
活
世
界
と
い
う
二
重
性
に
お
い
て

社
会

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

を
捉
え
よ
う
と
す

る
⑦

。
そ
こ
で
鍵
と
な
る
の
が
、
生
活
世
界
を
単
な
る
文
化
的
な
次
元
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
の
一
側
面
（
領

域
）
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
社
会
文
化
的
」
な
次
元
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
「
社
会
文
化
的
現
象
」

「
社
会
文
化
的
出
来
事
」
「
社
会
文
化
的
変
遷
」
「
社
会
文
化
的
発
展
」
と
い
っ
た
表
現
も
使
用
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
「
社
会
文
化
的
事
実
の
総
体die G

esam
theit soziokultureller Tatsachen

」
（
四
二
頁
）
に
関
わ
る
も
の

と
し
て
把
握
さ
れ
た
生
活
世
界
が
「
社
会
文
化
的
生
活
世
界
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
文
化
主
義
的
に
矮
小
化
さ
れ

た
現
象
学
的
生
活
世
界
概
念
に
ハ
バ
ー
マ
ス
が
対
置
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
論
的
生
活
世
界
概
念
」
（
二

九
頁
、
五
一
頁
）
を
、
「
素
人
的
概
念
」
「
日
常
概
念
」
と
し
て
「
直
観
的
」
（
四
二
頁
）
に
表
現
す
る
も
の
で

あ
る
。 
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社
会
文
化
的
生
活
世
界
概
念
は
、
社
会
文
化
的
事
実
の
総
体
を
直
観
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、
社
会
理
論
の
「
出

発
点
」
（
四
二
頁
）
を
提
供
す
る
。
ハ
バ
ー
マ
ス
は
さ
ら
に
、
「
生
活
世
界
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行

為
」
と
が
相
互
に
「
補
完
概
念
」
の
関
係
に
あ
る
と
す
る
（
一
七
頁
、
五
一
頁
）
。
こ
れ
は
両
概
念
が
マ
ル
ク
ス

の
い
う
具
体
と
抽
象
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
つ
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
が
「
物
質
的
生
産
」
と
い
う
具

体
的
現
実
を
「
出
発
点
」
に
し
て
社
会
理
論
の
基
本
概
念
と
し
て
の
「
労
働
」
を
抽
出
し
た
よ
う
に
、
ハ
バ
ー
マ

ス
は
「
社
会
文
化
的
生
活
世
界
」
と
い
う
具
体
的
現
実
を
出
発
点
に
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行
為
」
を
抽

出
し
た
の
で
あ
る
（
四
二
七
～
九
頁
参
照
）
。
労
働
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行
為
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換

は
社
会
文
化
的
生
活
世
界
を
参
照
し
つ
つ
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
社
会
文
化
的
生
活
世
界
は
社

会
理
論
の
「
根
本
概
念
」
（
五
一
頁
）
な
の
で
あ
る
。 

物
質
的
生
産
＝
労
働
と
は
異
な
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
現
実
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
議
会
、
法
廷
、
言
論
界
、

家
庭
、
地
域
、
市
民
団
体
な
ど
を
舞
台
と
し
た
公
共
生
活
と
私
生
活
の
領
域
で
あ
る
。
こ
れ
を
マ
ル
ク
ス
は
意
識

形
態
、
上
部
構
造
（
に
過
ぎ
な
い
）
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
ハ
バ
ー
マ
ス
は
社
会
文
化
的
生
活
世
界
だ
と
規
定
し
、

こ
れ
こ
そ
が
現
代
人
の
切
実
な
現
実
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
社
会
文
化
的
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
そ

れ
を
ハ
バ
ー
マ
ス
に
よ
る
行
為
お
よ
び
社
会
の
二
側
面
の
区
分
に
即
し
て
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。 

人
間
の
行
為
に
は
目
的
実
現
を
志
向
す
る
目
的
論
的
側
面
と
当
事
者
間
の
相
互
理
解
や
合
意
を
志
向
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
側
面
の
二
側
面
が
あ
る
（
二
九
頁
）
。
後
者
の
側
面
が
主
導
的
な
行
為
か
ら
は
、
行
為
者

相
互
が
意
識
的
・
人
格
的
に
関
係
し
あ
う｢

社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合｣

が
形
成
さ
れ
る
。
他
方
、
行
為
が
目
的
論
的
に
一
面
化

す
る
と
、
行
為
者
は
相
互
に
他
者
を
目
的
実
現
の
た
め
の
道
具(

人
的
資
源)

と
み
な
す
関
係
に
入
り
、
各
人
の
意

識
を
超
え
て
貫
徹
す
る
「
シ
ス
テ
ム
的
統
合
」
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
一
五
頁
参
照
）
。
家
族
、

近
隣
社
会
、
自
由
結
社
、
公
共
圏
な
ど
は
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
の
典
型
（
優
勢
な
関
係
）
で
あ
り
、
経
済
組
織
や
行
政
組

織
な
ど
は
シ
ス
テ
ム
統
合
の
典
型
（
優
勢
な
関
係
）
だ
と
い
え
よ
う
。

社
会

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

は
こ
の
二
種
類
の
統
合
が
表
裏
を

な
し
て
重
層
的
に
絡
み
合
っ
て
形
成
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
行
為
の
当
事
者
、
つ
ま
り
「
参
加
者
」
の
視
点
か
ら
は
、
シ
ス
テ
ム
的
統
合
が
見
え
な
い
の
で
、
社
会

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

は
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
だ
け
で
形
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
こ
の
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
に
基
づ
く
社
会
が
生
活
世
界

で
あ
る
（
一
五
頁
）
。
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
と
は
、
行
為
者
が
生
活
世
界
に
蓄
積
さ
れ
た
学
問
、
道
徳
、
芸
術
、
宗
教
、

慣
習
等
々
を
学
び
つ
つ
、
相
互
に
表
現
、
解
釈
、
了
解
す
る
こ
と
を
通
じ
て
成
立
す
る
関
係
で
あ
る
。
行
為
者
が

利
用
で
き
る
こ
の
「
知
の
ス
ト
ッ
ク
」
（
四
四
頁
）
を
、
ハ
バ
ー
マ
ス
は
「
文
化
」
と
い
う
。
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
は
文

化
に
よ
り
可
能
と
な
る
。
つ
ま
り
生
活
世
界
と
は
「
文
化
的
自
己
了
解
」
が
不
可
欠
な｢

社
会
的

ゾ

チ

ア

ル｣

生
活
世
界
と
し

て
、
「
社
会
文
化
的
」
生
活
世
界
な
の
で
あ
る
。 

他
方
、
行
為
の
非
当
事
者
、
す
な
わ
ち
外
部
の
「
観
察
者
」
の
視
点
か
ら
は
、
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
を
形
成
し
て
い
る
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行
為
者
の
解
釈
や
了
解
は
理
解
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、

社
会

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

は
シ
ス
テ
ム
的
統
合
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
（
一
五
頁
）
。
こ
れ
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

社
会

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

で
あ
り
、
そ
こ
で
は
生
活
世
界
も
、
シ
ス
テ
ム

を
構
成
す
る
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。 

現
代
社
会
を
観
察
者
の
視
点
か
ら
シ
ス
テ
ム
と
し
て
見
れ
ば
、
経
済
や
行
政
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
が
ま
す
ま
す
合

理
的
・
効
率
的
に
発
展
・
拡
大
し
、
生
活
世
界
と
い
う
非
効
率
な
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
置
き
換
わ
っ
て
い
く
事
実
が

認
識
さ
れ
よ
う
。
他
方
、
こ
れ
を
生
活
世
界
内
で
行
為
す
る
参
加
者
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
貨
幣
や
権
力
を
媒
介

と
し
た
物
質
的
＝
非
人
間
的
な
関
係
が
便
利
さ
や
効
率
性
を
武
器
に
生
活
に
浸
透
し
て
人
間
関
係
が
寸
断
さ
れ
、

他
者
と
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
を
取
り
結
ぶ
能
力
や
意
欲
す
ら
衰
弱
し
つ
つ
あ
る
危
機
的
事
態
と
し
て
了
解
さ
れ
よ
う
。
こ

の
両
方
の
視
点
を
結
合
し
た
と
き
、
事
態
は
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
「
生
活
世
界
の
植
民
地
化
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る

の
で
あ
る
。 

以
上
を
要
約
す
る
と
、
「
社
会
文
化
的
」
と
い
う
こ
と
は
、
文
化
と
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
と
が
行
為
者
を
仲
立
ち
に
し

て
結
合
し
、
生
活
世
界
と
い
う
社
会
関
係(

領
域)

を
形
成
し
て
い
る
事
実
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
背
後
に

は
シ
ス
テ
ム
と
い
う
も
う
一
つ
の
社
会
関
係(

領
域)

が
貫
徹
す
る
事
実
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
現
代
の
社
会
問
題
が
、
シ
ス
テ
ム
、
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
、
文
化
、
人
間
（
行
為
者
）
の
分
化
、
発
展
、
変
質
、
お

よ
び
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
の
再
編
成
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

三
、
社
会
文
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

で
は
、
生
活
世
界
を
社
会
文
化
的
と
し
て
把
握
し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
生
活
世
界
の
植
民
地
化
」
に
ど
の
よ
う
な
対
応

策
が
提
起
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
を
社
会
文
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
要
約
し
て
み
る
。 

ハ
バ
ー
マ
ス
は
、
シ
ス
テ
ム
の
浸
入
・
支
配
が
原
因
だ
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
変
革
、
打
破
す
べ
し
と
い
っ
た
社
会
革
命
の
戦
略
を

採
用
し
な
い
。
そ
も
そ
も
、
変
革
（
行
為
）
へ
の
参
加
者
の
視
点
か
ら
は
、
シ
ス
テ
ム
は
い
わ
ば
不
可
視
の
領
域
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
意
識
的
・
直
接
的
に
制
御
で
き
な
い
領
域
で
あ
る
。
生
産
力
の
桎
梏
と
な
っ
た
生
産
関
係
（
＝
シ
ス
テ
ム
）
を
変

革
す
れ
ば
、
経
済
的
土
台
（
＝
シ
ス
テ
ム
）
を
科
学
的
理
論
の
適
用
に
よ
り
直
接
的
、
意
識
的
に
制
御
で
き
る
だ
ろ
う
と

い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
的
確
信
を
ハ
バ
ー
マ
ス
は
否
定
す
る
（
三
三
七
～
八
頁
）
。
科
学
・
技
術
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
を
支
配
し
よ

う
と
す
る
近
代
の
試
み
は
、
こ
と
ご
と
く
当
事
者
の
意
図
を
超
え
、
巨
大
化
し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
社
会
＝
人
間
の
支
配

を
推
進
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
認
識
を
、
ハ
バ
ー
マ
ス
は
マ
ル
ク
ー
ゼ
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
第
一
世
代
と
共
有
し
て
い

る
。 そ

れ
ゆ
え
、
人
間
の
解
放
の
た
め
に
残
さ
れ
た
領
域
は
シ
ス
テ
ム
と
は
別
の
次
元
で
し
か
な
い
。
こ
の
事
実
を
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
学
派
第
一
世
代
は
や
や
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
ハ
バ
ー
マ
ス
は
こ
の
別
次
元
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を
社
会
文
化
的
生
活
世
界
と
し
て
、
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
に
対
峙
す
る
固
有
の
社
会
領
域
と
し
て
積
極
的
に
提
示
し
た
と
い

え
よ
う
。
人
間
は
生
活
世
界
を
意
識
的
・
直
接
的
に
形
成
し
、
制
御
し
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ

の
こ
と
を
通
じ
て
間
接
的
に
シ
ス
テ
ム
の
変
化
に
影
響
を
行
使
で
き
る
の
で
あ
る
。 

ハ
バ
ー
マ
ス
に
と
っ
て
、
生
活
世
界
は
あ
く
ま
で
も
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
に
よ
る
社
会
関
係(

領
域)

で
あ
っ
て
、
単
な
る
意
識
や

文
化
で
は
な
い
。
シ
ス
テ
ム
と
生
活
世
界
は
別
種
の
統
合
原
理
に
基
づ
く
社
会
の
二
側
面
（
領
域
）
で
あ
り
、
相
互
に
必
要

条
件
と
し
て
制
約
し
合
っ
て
い
る
。
両
者
は
、
相
互
の
制
約
の
範
囲
内
で
独
自
に
変
化
、
発
展
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
応

じ
て
、
制
約
条
件
も
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
は
生
活
世
界
を
物
質
的
再
生
産
の
面
か
ら
制
約
す
る
が
、
そ
の
構

造
を
直
接
的
に
規
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
生
活
世
界
が
合
理
化
さ
れ
、
活
力
を
回
復
す
れ
ば
、
そ
れ
が
シ
ス
テ
ム
を
制

約
す
る
条
件
に
な
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
生
活
世
界
を
「
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
存
続
を
規
定
す
る
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
」
（
六

七
頁
）と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。 

そ
れ
ゆ
え
ハ
バ
ー
マ
ス
は
、
シ
ス
テ
ム
の
肥
大
化
に
伴
っ
て
生
じ
て
い
る
深
刻
な
社
会
文
化
的
病
理
現
象
を
、
あ
く
ま
で

も
社
会
文
化
的
生
活
世
界
の
衰
弱
、
変
質
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
再
生
、
合
理
化
、
活
性
化
を
め
ざ
す
と
い
う
立
場
を

選
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
彼
は
解
決
す
べ
き
二
つ
の
課
題
を
提
起
す
る
。
第
一
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行
為
の

領
域
、
す
な
わ
ち
社
会
文
化
的
生
活
世
界
を
経
済
と
行
政
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
物
象
化
か
ら
防
衛
す
る
「
自
由
の
制
度

（
諸
機
関
、
諸
施
設
）Institutionen der Freiheit

」を
構
築
す
る
こ
と
、
第
二
は
、
も
は
や
伝
統
的
な
規
範
や
慣
習

（
文
化
）
に
頼
る
こ
と
が
で
き
ず
、
「
文
化
的
貧
困
化
」
状
態
に
あ
る
日
常
実
践
に
近
代
文
化
を
「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
す
る

こ
と
で
あ
る
（
三
二
〇
～
一
頁
参
照
）
。
両
者
は
相
互
補
完
的
な
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
文
化
的
貧
困
化
」(

三
一

七
頁)

の
問
題
を
も
う
少
し
見
て
み
る
。 

文
化
的
貧
困
化
と
は
、
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
を
形
成
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
行
為
者
に
不
可
欠
な
文
化
が
欠
乏
し
て
い
る

と
い
う
事
実
で
あ
る
。
生
活
世
界
に
文
化
が
な
い
の
で
は
な
い
。
文
化
は
専
門
的
に
合
理
化
さ
れ
た
学
問
、
道
徳
、
芸
術

と
し
て
大
量
に
生
産
さ
れ
、
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
家
族
、
地
域
、
集
団
に
は
伝
承
さ
れ
た
文
化
（
規
範
や
慣
習
）
が

あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
伝
承
的
文
化
は
時
代
遅
れ
で
無
力
化
し
て
お
り
、
専
門
家
文
化
は
「
カ
プ
セ
ル
化
」
（
三
二
〇

頁
）
「
タ
コ
ツ
ボ
化
」
（
三
二
四
頁
）
し
た
状
態
に
あ
り
、
行
為
者
に
は
疎
遠
で
利
用
不
可
能
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
「
こ
の

社
会
は
文
化
的
に
利
用
で
き
る
学
習
の
潜
在
力
を
十
分
に
汲
み
尽
く
さ
ず
、
制
御
さ
れ
な
い
ま
ま
で
増
大
す
る
シ
ス
テ

ム
の
複
合
性
に
身
を
ま
か
せ
て
い
る
」
（
三
八
七
頁
）
の
で
あ
る
。
ハ
バ
ー
マ
ス
は
、
こ
の
文
化
的
貧
困
化
の
原
因
が
日
常
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行
為
か
ら
の
専
門
家
文
化
の
「
エ
リ
ー
ト
的
分
離
」
（
三
二
四
頁
）
に
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
専

門
的
、
合
理
的
に
発
展
し
た
文
化
を
人
々
の
日
常
生
活
の
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
伝
承
的
文
化
と
そ
れ
に
支
え
ら
れ

日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行
為
を
活
性
化
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
「フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
条
件
」
（
三
五
八
頁
）を
探
求

す
る
こ
と
が
現
代
の
焦
眉
の
課
題
と
な
る
。 

社
会
文
化
的
生
活
世
界
を
守
る
自
由
な
制
度
の
構
築
と
日
常
生
活
に
お
け
る
文
化
的
貧
困
の
克
服
、
こ
の
二
つ
の
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課
題
を
結
び
つ
け
て
追
求
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
ハ
バ
ー
マ
ス
の
社
会
文
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ん
で
よ
い
だ
ろ
う
。
経
済
的
貧

困
の
解
決
を
め
ぐ
る
労
働
者
階
級
に
よ
る
社
会
革
命
の
戦
略
に
代
え
て
、
彼
は
文
化
的
貧
困
の
解
決
を
め
ぐ
る
知
識
人

と
市
民
運
動
と
の
協
力
に
よ
る
社
会
文
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。 

社
会
文
化
的
生
活
世
界
概
念
の
導
入
に
よ
る
社
会
文
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
社
会
と
文
化
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
学
派
第
一
世
代
が
陥
っ
た
デ
ィ
レ
ン
マ
への
回
答
で
も
あ
る
。 

ア
ド
ル
ノ
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
た
ち
は
、
一
方
で
生
活
世
界
と
し
て
の
社
会
の
日
常
を
超
越
し
た
文
化
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
性
（
現
状
肯
定
的
性
格
）を
鋭
く
告
発
し
な
が
ら
、
他
方
で
技
術
主
義
的
理
性
が
支
配
す
る
一
次
元
的
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
社
会
に
順
応
し
た
大
衆
文
化
を
批
判
し
、
シ
ス
テ
ム
に
抵
抗
す
る
最
後
の
砦
と
し
て
の
文
化
（
芸
術
）
に
仄

か
な
希
望
を
託
す
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
社
会
と
文
化
の
分
裂
を
批
判
し
な
が
ら
、
両
者
を
再
び
関
係
づ
け
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
ら
が
、
文
化
を
も
っ
ぱ
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
芸
術
と
し
て
論
じ
⑧

（
８
）
、

そ
の
限
り
で
社
会
への
順
応
か
、
あ
る
い
は
否
定
（
超
越
）
か
と
い
う
二
律
背
反
か
ら
抜
け
出
せ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

そ
れ
に
対
し
ハ
バ
ー
マ
ス
は
、
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
を
形
成
す
る
行
為
者
に
不
可
欠
な
「
知
の
ス
ト
ッ
ク
」
と
し
て
文
化
を
行
為

論
的
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
が
シ
ス
テ
ム
と
い
う
社
会
か
ら
の
超
越
性
を
保
持
し
つ
つ
、
生
活
世
界
と
い
う
社
会
の

形
成
を
通
じ
て
、
シ
ス
テ
ム
に
も
間
接
的
に
影
響
す
る
と
い
う
、
文
化
と
社
会
の
積
極
的
関
係
付
け
の
道
筋
を
示
し
た
と

い
え
よ
う
。 

  

四 

社
会
文
化
運
動 

し
か
し
、
ま
さ
に
こ
こ
で
、
ハ
バ
ー
マ
ス
の
社
会
文
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ど
れ
ほ
ど
の
現
実
性
を
持
つ
か
と
い
う
こ
と
が
問

題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
と
は
シ
ス
テ
ム
的
統
合
と
い
う
事
実
に
対
置
さ
れ
た
規
範
概
念
に
過
ぎ
な
い
の
で

は
な
い
か
、
そ
の
限
り
で
、
社
会
文
化
的
生
活
世
界
と
い
っ
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
一
種
の
規
範
的
、
理
念
的
構
想
物
に

過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
マ
ル
ク
ー
ゼ
が
現
実
に
対
す
る
否
定
と
し
て
提
示
し
た
「
美
的
次
元
」⑨

と
同
類
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
疑
問
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
問
題
を
こ
れ
以
上
論
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
を
検
討
す
る
う
え
で
注
目
す
べ
き
事
実
と
し
て
、
前
に

も
触
れ
た
ド
イ
ツ
の
社
会
文
化
運
動
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
運
動
こ
そ
は
、
ハ
バ
ー
マ
ス
の
社
会
文
化
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
具
体
化
す
る
試
み
だ
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

一
九
六
八
年
の
学
生
叛
乱
の
余
波
を
う
け
て
登
場
し
、
七
〇
年
代
中
期
以
降
発
展
し
て
き
た
社
会
文
化
運
動
は
、

具
体
的
に
は
、
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
生
活
を
志
向
す
る
青
年
た
ち
を
担
い
手
に
、
「
社
会
文
化
セ
ン
タ
ー

so
zio

ku
ltu

relles 
Z
en

trum

」を
設
置
し
、
「
自
主
管
理
」
的
に
運
営
す
る
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
運
動
の

詳
細
に
つ
い
て
は
既
に
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
る
の
で
⑩

省
略
す
る
が
、
経
済
や
行
政
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
再
開
発
の
対
象

と
さ
れ
か
か
っ
た
老
朽
工
場
や
倉
庫
の
使
用
権
を(

し
ば
し
ば
占
拠
に
よ
っ
て)

獲
得
し
、
そ
れ
を
市
民
に
よ
っ
て
自
主
管



 7 

理
さ
れ
た
「
社
会
文
化
セ
ン
タ
ー
」
に
す
る
と
い
う
戦
略
は
、
ま
さ
に
「
自
由
の
制
度
」
の
構
築
を
そ
の
ま
ま
具
体
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
住
民
の
各
層
を
対
象
と
し
た
多
様
な
社
会
事
業
と
文
化
・
芸
術
・
教
育
事
業
を
総
合

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
追
求
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
文
化
に
よ
る
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
の
再
生
、
活
性
化
の
試
み
で
あ
る
。
運

動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
万
人
の
た
め
の
文
化
」
「
万
人
に
よ
る
文
化
」は
、
専
門
文
化
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
日
常
文

化
の
活
性
化
と
い
う
目
的
を
直
裁
に
表
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
社
会
文
化
セ
ン
タ
ー
は
ま
さ
に
、
小
さ
い
が
具
体
的
な

社
会
文
化
的
生
活
世
界
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
社
会
文
化
運
動
の
理
想
と
現
実
の
落
差
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
自
主
管
理
の
形
骸
化
と
運
営
体
制
の
官

僚
主
義
化
、
実
施
事
業
の
専
門
化
と
分
業
化
、
利
用
者
層
の
固
定
化
、
運
営
の
商
業
主
義
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
下
請

け
機
関
化
等
々
の
問
題
が
、
運
動
の
発
展
、
拡
大
と
と
も
に
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
社
会
文
化
セ
ン
タ
ー
が

企
業
化
し
、
経
済
、
行
政
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
批
判
が
、
当
事
者
に
よ
っ
て
も
な
さ

れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
事
態
を
も
含
め
、
社
会
文
化
運
動
が
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
は
、
ハ
バ
ー
マ
ス
に
よ
る
社
会
文

化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
実
性
を
検
討
す
る
う
え
で
の
試
金
石
と
な
る
だ
ろ
う
。 

  

社
会
文
化
研
究
の
課
題
―
ま
と
め
に
か
え
て
― 

 

い
さ
さ
か
性
急
な
議
論
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
ハ
バ
ー
マ
ス
に
と
っ
て
「
社
会
文
化
的
」と
い
う
形
容
詞
が
シ
ス
テ
ム
に

対
峙
す
る
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
と
文
化
と
の
結
合
と
い
う
意
味
を
有
す
る
こ
と
、
そ
し
て
社
会
文
化
的
生
活
世
界
が
彼
の
理

論
構
成
の
基
本
概
念
の
一
つ
と
い
え
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
、
社
会
文
化
的
生
活
世
界
の
防
衛
、
活
性
化
を
め
ざ
す
社
会

文
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
素
描
し
て
み
た
。 

ハ
バ
ー
マ
ス
が
提
起
し
た
、
社
会
文
化
的
生
活
世
界
を
防
衛
す
る
「
自
由
の
制
度
」
の
構
築
と
い
う
課
題
、
な
ら
び
に
専

門
文
化
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
「
文
化
的
貧
困
」
の
克
服
と
い
う
課
題
、
こ
の
二
つ
の
課
題
に
関
わ
る
諸
問
題
は
わ
た

し
た
ち
の
社
会
文
化
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
社
会
的

ゾ

チ

ア

ル

統
合
と
文
化
と
の
結
合
と
し
て

の
社
会
文
化
と
い
う
捉
え
方
は
、
社
会
文
化
研
究
の
一
つ
の
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
、
ま
と
め
に

か
え
た
い
。 
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